
- 29 -

坂
口
安
吾
と
富
山

近
藤
周
吾

一

一
枚
の
写
真

こ
こ
に
一
枚
の
写
真
が
あ
る
。
大
雪
の
積
も
っ
た
雨
晴
海
岸
で
撮

ら
れ
た
一
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
。

そ
れ
は
下
半
分
が
雪
の
積
も
っ
た
白
い
海
岸
、
上
半
分
の
下
部
が

白
い
波
飛
沫
を
あ
げ
る
海
で
、
上
半
分
の
上
部
は
分
厚
い
雪
雲
に
覆

わ
れ
て
い
る
。
や
や
明
る
い
一
点
を
除
い
て
。
そ
し
て
そ
の
一
点
、

つ
ま
り
時
計
で
い
う
三
時
の
位
置
か
ら
中
心
よ
り
や
や
上
の
と
こ
ろ

に
位
置
す
る
一
点
へ
向
か
っ
て
細
い
リ
ボ
ン
の
よ
う
な
陸

―
人
家

が
非
常
に
小
さ
く
並
ん
で
い
る

―
が
伸
び
て
行
き
、
最
後
は
水
天

彷
彿
す
る
辺
り
へ
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
消
尽
す
る
と
い
う
、
絶
妙

な
構
図
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
も
の
だ
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、
こ
う
だ
。
「
冬
の
日
本
海
。
富
山
縣
伏
木
の

外
海
で
あ
る
。
こ
の
日
は
こ
の
地
方
特
別
の
高
潮
で
、
波
が
路
上
を

洗
い
通
行
一
時
杜
絶
し
た
。
そ
の
直
後
の
海
で
あ
る
。
昔
の
冬
の
日

本
海
は
い
つ
も
こ
う
で
あ
つ
た
が
、
終
戰
後
は
波
靜
か
で
、
こ
ん
な

荒
れ
は
珍
し
く
な
つ
た
。
（
安
吾
）
」

富
山
県
民
な
ら
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
名
所
な
の
だ
が
、
高
岡
市

北
部
に
位
置
す
る
雨
晴
海
岸
は
、
浜
か
ら
眺
め
る
岩
礁
と
富
山
湾
越

し
に
見
る
立
山
連
峰
の
雄
大
な
眺
め
が
美
し
く
、
能
登
半
島
国
定
公

園
に
含
ま
れ
、
「
白
砂
青
松
百
選
」
「
日
本
の
渚
百
選
」
な
ど
に
も
選

ば
れ
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
古
く
は
万
葉
の
歌
人
・
大
伴
家
持

が
こ
の
風
景
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
多
く
の
歌
を
詠
ん
だ
。
ま
た
、
源

義
経
が
奥
州
へ
落
ち
の
び
る
途
中
、
に
わ
か
雨
の
晴
れ
る
の
を
待
っ

た
と
い
う
「
義
経
岩
」
が
あ
り
、
地
名
「
雨
晴
」
の
由
来
と
な
っ
た

と
の
言
い
伝
え
も
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
書
い
た
の
は
、
「
（
安
吾
）
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、

紛
れ
よ
う
も
な
く
坂
口
安
吾
。
一
九
五
五
年
一
月
、
最
晩
年
の
坂
口

安
吾
が
、
大
雪
の
中
、
『
中
央
公
論
』
の
連
載
『
安
吾
新
日
本
風
土

記
』
の
取
材
で
こ
こ
を
訪
れ
た
と
き
に
撮
ら
れ
た
の
が
こ
の
写
真
な

の
で
あ
る
。

『
安
吾
新
日
本
風
土
記
』
の
初
回
は
宮
崎
（
二
月
号
）
、
二
回
目

が
富
山
と
新
潟
（
三
月
号
）
だ
っ
た
。
三
回
目
の
高
知
で
も
取
材
は

行
っ
た
も
の
の
、
二
月
一
七
日
の
作
者
の
急
死
に
よ
っ
て
掲
載
は
中

断
さ
れ
た
。
な
お
、
八
月
号
か
ら
大
井
廣
介
「
ひ
ろ
す
け
新
日
本
風

土
記
」
が
安
吾
の
遺
志
を
継
い
だ
わ
け
だ
が
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、

こ
の
事
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

先
の
写
真
は
「
富
山
の
薬
と
越
後
の
毒
消
し
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
中

央
公
論
』
（
一
九
五
五
・
三
）
と
、
坂
口
安
吾
『
狂
人
遺
書
』
（
一
九

五
五
・
三
、
中
央
公
論
社
）
に
載
っ
て
い
る
。
前
者
に
は
グ
ラ
ビ
ア

の
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
富
山
や
新
潟
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
。
先
の
写

真
の
下
に
は
、
昔
の
千
石
船
の
模
型
と
一
緒
に
千
石
船
の
最
後
の
船

長
の
写
真
も
載
っ
て
い
る
し
、
ほ
ぼ
近
代
化
さ
れ
て
い
る
富
山
の
製

薬
工
場
の
全
景
お
よ
び
内
部
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
文
中

に
も
売
掛
帳
の
写
真
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

坂
口
安
吾
は
不
思
議
と
写
真
に
縁
の
あ
る
作
家
で
、
大
袈
裟
に
言

え
ば
、
よ
い
写
真
を
引
き
寄
せ
る
魔
力
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い

た
。
林
忠
彦
の
撮
っ
た
バ
ー
「
ル
パ
ン
」
で
の
写
真
や
、
乱
雑
に
散

ら
か
っ
た
書
斎
で
の
一
シ
ョ
ッ
ト
は
と
り
わ
け
名
高
い
。
そ
の
撮
影

の
経
緯
に
つ
い
て
は
、「
机
と
布
団
と
女
」（
一
九
四
八
）
に
詳
し
い
。

安
吾
は
林
忠
彦
だ
け
で
な
く
、
濱
谷
浩
に
も
撮
ら
れ
て
い
る
。
む
ろ

ん
、
被
写
体
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
林
忠
彦
が
使
っ
て
い
た
カ
メ
ラ

に
触
発
さ
れ
、
本
人
も
ロ
ー
ラ
イ
コ
ー
ド
を
愛
用
し
て
い
た
。
最
晩

年
に
生
ま
れ
た
長
男
・
坂
口
綱
男
氏
は
、
そ
の
ロ
ー
ラ
イ
コ
ー
ド
の

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
い
た
こ
と
を
最
初
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
カ
メ

ラ
に
興
味
を
持
ち
、
現
在
は
写
真
家
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
や

は
り
不
思
議
な
因
縁
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。

中
村
正
也

雨
晴
海
岸
で
撮
っ
た
先
の
一
枚
は
、
し
か
し
、
安
吾
が
自
身
で
撮
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っ
た
も
の
で
は
な
い
。
中
村
正
也
が
撮
っ
た
も
の
で
あ
る
。

『
中
央
公
論
』
を
よ
く
見
る
と
、
「
監
督

坂
口
安
吾

撮
影

中
村
正
也
」
と
あ
る
。
坂
口
安
吾
『
狂
人
遺
書
』
に
は
「
装
幀

三

雲
祥
之
助

寫
眞

中
村
正
也
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
カ
メ
ラ
マ
ン

は
、
あ
の
中
村
正
也
な
の
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ

に
わ
ざ
わ
ざ
「
監
督
」
と
記
し
て
あ
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
。

中
村
正
也
は
、
一
九
二
六
年
横
浜
生
ま
れ
の
写
真
家
。
読
売
新
聞

写
真
部
出
身
、
世
界
映
画
社
、
映
画
ス
タ
ー
社
等
を
経
て
、
一
九
五

五
年
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
な
る
。
一
九
五
七
年
に
は
第
一
回
日
本
写
真

批
評
家
協
会
新
人
賞
、
一
九
六
六
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ア
ー
ト
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
写
真
賞
な
ど
を
受
賞
し
て
い
る
。
主
な
写
真

集
に
『N

O
U

S
JAPO

N
AIS

』
（
一
九
六
〇
、
フ
ラ
ン
ス
、
プ
リ
ズ

マ
社
）
や
『
エ
マ

ヌ
ー
ド

イ
ン

ア
フ
リ
カ
』
（
一
九
七
一
）

が
あ
る
。
〝
神
か
ら
盗
ん
だ
熱
い
裸
〟
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

掲
げ
た
後
者
『
エ
マ
』
で
は
、
杉
本
エ
マ
と
い
う
日
本
の
一
流
モ
デ

ル
を
ア
フ
リ
カ
の
大
自
然
に
投
入
し
、
ア
フ
リ
カ
の
動
物
や
原
地
人

と
彼
女
の
白
い
裸
身
を
灼
熱
の
太
陽
の
下
に
据
え
て
い
る
。
中
村
自

身
の
言
葉
を
引
け
ば
、
「
原
始
そ
の
ま
ま
の
姿
を
見
せ
る
ア
フ
リ
カ

の
大
自
然
に
、
土
臭
さ
と
同
時
に
現
代
の
呼
吸
を
持
っ
た
女
を
解
き

放
し
て
み
た
い
…
…
」
と
い
う
動
機
に
発
し
た
仕
事
だ
っ
た
。
そ
も

そ
も
「
グ
ラ
マ
ー
」
と
い
う
言
葉
は
玉
田
顕
一
郎
に
よ
る
も
の
だ
が
、

そ
れ
を
石
田
正
子
を
モ
デ
ル
に
し
た
一
連
の
グ
ラ
マ
ー
フ
ォ
ト
に
高

め
た
の
は
中
村
正
也
で
あ
る
。
写
真
家
・
中
村
立
行
は
「
わ
れ
わ
れ

が
撮
っ
て
い
た
ヌ
ー
ド
は
死
物
だ
っ
た
と
思
っ
た
。
と
こ
ろ
が
彼
は

女
に
生
命
を
与
え
た
。
こ
の
功
績
は
す
ご
い
ね
。
」
と
評
し
て
い
る
。

（
『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
』
増
刊
、
一
九
七
九
・
七
）

『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
』
増
刊
（
一
九
七
九
・
七
）
に
、
中
村
正
也
「1955

年
・
坂
口
安
吾
」
と
し
て
安
吾
の
写
真
が
四
枚
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

富
山
の
写
真
は
こ
こ
に
な
い
。
「
富
山
の
毒
消
し
部
落
で
」
と
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
に
は
あ
る
が
、
「
毒
消
し
」
と
あ
る
の
で
「
富
山
」
で
な

く
「
新
潟
」
の
誤
植
で
あ
る
。
『
昭
和
写
真
・
全
仕
事
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｅ

Ｓ
・
８
［
中
村
正
也
］
』
（
一
九
八
三
）
に
も
、
「
坂
口
安
吾
の
旅
」

と
し
て
五
枚
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
富
山
の
写
真
だ
け
が

な
い
。
こ
れ
は
気
に
入
っ
た
写
真
が
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ

る
が
、
被
写
体
と
し
て
の
安
吾
が
写
り
込
ん
で
い
な
い
か
ら
だ
と
思

わ
れ
る
。
た
だ
、
写
真
だ
け
で
な
く
、
取
材
の
様
子
を
回
想
し
て
い

る
文
章
が
載
っ
て
い
て
、
参
考
資
料
と
な
る
。

《
安
吾
さ
ん
と
は
年
齢
も
か
な
り
離
れ
て
い
た
が
友
達
付
き
合
い

を
し
て
も
ら
え
た
の
は
、
私
の
方
向
が
文
学
と
は
全
く
違
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
そ
の
違
い
に
よ
っ
て
彼
が
安
心
し
て
私
と
話
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
安
吾
さ
ん
の
取
材
の
仕
方
は
、
運
転
手
、

一
ぱ
い
飲
み
屋
の
お
か
み
さ
ん
、
宿
の
女
中
さ
ん
達
に
、
き
さ
く
に

話
し
か
け
、
話
を
引
き
出
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
身
近
に
肌
に
ふ

れ
る
も
の
か
ら
、
段
々
に
核
心
に
入
っ
て
い
き
、
独
特
の
文
章
を
創

っ
て
い
く
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。
私
の
も
の
の
見
方
は
、
文
学
的

で
は
な
く
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
は
あ
る
も
の
と
し
て
率
直
に
見
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
安
吾
さ
ん
の
そ
う
い
う
取
材
に
お
伴
し
、

写
真
の
上
で
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
ま
で
の
過
程
の
重
要
さ
や
、
捉

え
方
、
見
方
に
つ
い
て
私
な
り
に
吸
収
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
》

「
監
督

坂
口
安
吾
」
と
記
し
て
あ
っ
た
理
由
は
、
「
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
押
す
ま
で
の
過
程
の
重
要
さ
、
捉
え
方
、
見
方
」
に
つ
い
て
の

何
ら
か
の
示
唆
が
あ
っ
た
か
ら
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
こ

の
時
期
、
あ
ら
ゆ
る
被
写
体
を
経
験
し
た
こ
と
は
、
僕
に
と
っ
て
大

き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
一
回
一
回
の
本
番
が
新
し
い
勉
強
の
場
で
、

そ
の
経
験
が
次
の
仕
事
へ
の
裏
打
ち
と
な
っ
て
自
信
が
生
ま
れ
て
き

た
。
」
（
「
自
叙
伝
」
同
書
所
収
）
と
も
言
っ
て
い
る
。

同
書
の
巻
末
に
は
中
村
正
也
の
年
譜
も
載
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

も
安
吾
に
つ
い
て
の
証
言
が
あ
る
。

《
安
吾
さ
ん
は
汽
車
に
乗
っ
て
も
眠
ら
な
い
で
景
色
と
か
人
の
動
き

を
じ
っ
と
見
て
い
た
。
酒
も
あ
ま
り
飲
ま
な
い
で
ね
。
顔
の
分
析
が

く
わ
し
く
て
、
よ
ほ
ど
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
目
的
地
に
着
く
と
、

朝
市
に
出
か
け
て
い
っ
て
、
土
地
の
人
の
食
べ
て
い
る
も
の
を
調
べ

た
り
し
て
、
生
活
を
分
析
し
て
、
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
メ
モ
す
る
。

資
料
調
べ
も
綿
密
だ
っ
た
け
ど
、
取
材
部
分
の
方
が
多
い
感
じ
だ
っ
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た
ね
。
素
朴
な
ぼ
く
の
質
問
に
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
答
え
て
く
れ
て
、

非
常
に
仲
が
よ
か
っ
た
。
安
吾
さ
ん
は
写
真
嫌
い
だ
っ
た
か
ら
無
理

に
撮
ら
な
か
っ
た
》

全
集
の
年
譜

と
い
う
わ
け
で
、
坂
口
安
吾
は
最
晩
年
に
中
村
正
也
を
伴
い
、
富

山
県
に
や
っ
て
き
た
の
だ
が
、
こ
の
と
き
の
こ
と
は
坂
口
安
吾
の
研

究
者
に
と
っ
て
自
明
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
よ
う
だ
。
と
い
う
の
は
、

『
坂
口
安
吾
全
集

別
巻
』
（
二
〇
一
二
）
と
い
う
、
刊
行
が
遅
れ

に
遅
れ
、
し
か
し
そ
の
分
、
充
実
を
極
め
た
は
ず
の
年
譜
で
さ
え
、

《
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年

一
月
中
旬
、
新
潟
、
富
山
を
取
材
旅
行
。
》

と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
念
の
た
め
、
全
集
の
編
集
に
当
た
っ
た

七
北
数
人
『
評
伝
坂
口
安
吾

魂
の
事
件
簿
』
（
二
〇
〇
二
）
も
見

る
が
、
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
安
吾
晩
年
の
研
究
は
総
じ
て
遅
れ
て

い
る
が
、
責
任
の
一
端
は
富
山
県
の
研
究
者
に
も
あ
る
だ
ろ
う
。
拙

稿
「
富
山
の
文
学
―
文
学
と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
〝
両
輪
駆
動
〟
」

も
、
安
吾
を
逸
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
考
え
、
知
っ
て

い
る
情
報
を
こ
こ
で
補
足
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

二

結

論
結
論
か
ら
い
え
ば
、
こ
う
だ
。

一
九
五
五
年
一
月
一
一
日
午
後
に
高
岡
市
を
訪
れ
、
伏
木
を
視
察
、

高
岡
駅
前
の
延
対
寺
旅
館
に
泊
ま
り
、
『
北
日
本
新
聞
』
の
取
材
に

応
じ
、
一
二
日
に
富
山
市
の
広
貫
堂
な
ど
を
見
学
し
た
。
同
行
は
編

集
者
の
竹
内
一
郎
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
中
村
正
也
、
案
内
人
の
堀
田
く

に
の
三
人
で
あ
る
。

以
下
、
傍
証
を
記
す
。

北
日
本
新
聞

日
付
は
、『
北
日
本
新
聞
』（
一
九
五
五
・
一
・
一
二
水
曜
日
朝
刊
、

七
面
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
熊
の
胃
は
精
神
的
に
効
く

作
家
の
坂
口

安
吾
氏
高
岡
へ
」
と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
よ
り
、
特
定
し
た
。

こ
の
記
事
自
体
は
、
す
で
に
若
月
忠
信
『
坂
口
安
吾
の
旅
』
（
一
九

九
四
）
な
ど
が
紹
介
済
み
な
の
だ
が
、
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
現

状
を
踏
ま
え
、
こ
こ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
全
文
を
引
用
し
て
お

く
。
（
写
真
は
省
い
た
。
）

《
作
家
の
坂
口
安
吾
氏
（
四
九
）
は
中
央
公
論
に
連
載
す
る
〝
安
吾

マ

マ

新
日
本
風
土
記
〟
の
資
料
し
ゆ
う
集
の
た
め
十
一
日
午
後
雪
の
高
岡

市
を
ヒ
ョ
ッ
コ
リ
訪
れ
、
同
市
伏
木
方
面
を
視
察
の
の
ち
同
市
延
対

寺
旅
館
に
く
つ
ろ
い
だ
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
〝
安
吾
巷
談
〟
を
お
こ

な
つ
た
。
（
写
真
は
語
る
坂
口
氏
）

◇
…
ぼ
く
は
新
潟
生
ま
れ
だ
か
ら
こ
の
く
ら
い
の
雪
に
は
お
ど
ろ
か

ぬ
。
富
山
へ
き
た
の
は
別
に
ど
う
い
う
理
由
も
な
い
が
、
こ
の
前
宮

崎
へ
行
つ
た
と
き
広
貫
堂
の
広
告
が
あ
つ
た
の
で
富
山
へ
き
た
く
な

つ
た
。
熊
の
胃
は
ぼ
く
に
は
精
神
的
に
効
く
よ
。
富
山
の
知
人
で
は

堀
田
善
衞
ぐ
ら
い
で
、
同
氏
の
お
母
さ
ん
を
頼
つ
て
き
た
。

◇
…
ぼ
く
は
相
撲
が
好
き
で
三
根
山
関
と
フ
グ
を
食
べ
た
時
か
ら
死

な
ば
も
ろ
と
も
と
い
う
わ
け
で
友
人
と
な
つ
た
。
人
格
者
で
す
よ
。

◇
…
一
般
に
ぼ
く
を
酒
飲
み
、
ヒ
ロ
ポ
ン
中
毒
と
い
う
が
、
酒
は
い

ま
で
も
飲
め
ば
い
く
ら
も
や
る
。
ヒ
ロ
ポ
ン
と
い
う
の
は
ま
つ
た
く

ウ
ソ
で
ア
ド
ル
ム
を
書
く
た
め
に
飲
ん
で
い
る
。
こ
れ
で
も
身
体
が

い
い
か
ら
新
潟
中
学
時
代
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
万
能
選
手
だ
つ
た
。
イ
ン

タ
ー
ミ
ド
ル
で
南
部
忠
平
、
織
田
幹
雄
と
争
っ
て
優
勝
し
た
記
録
が

あ
る
ん
だ
。
も
つ
と
も
雨
の
た
め
だ
つ
た
。

な
お
同
氏
は
十
二
日
富
山
に
で
て
同
夜
帰
京
す
る
。
》

気

候
実
は
こ
の
記
事
の
隣
に
は
、
「
二
十
三
戸
に
浸
水

伏
木
、
新
湊

に
大
浪
」
と
い
う
記
事
も
載
っ
て
い
る
。
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「
十
一
日
未
明
か
ら
富
山
湾
一
帯
に
高
浪
が
お
し
よ
せ
、
と
く
に
伏

木
海
岸
は
二
十
数
年
ぶ
り
の
浪
害
を
受
け
、
新
湊
で
も
相
当
の
被
害

が
あ
っ
た
。
」

伏
木
国
分
地
方
は
満
潮
時
の
同
日
午
後
四
時
ご
ろ
か
ら
三
メ
ー
ト

ル
の
大
波
と
な
り
、
約
二
メ
ー
ト
ル
の
防
波
堤
を
越
え
て
旧
氷
見
街

道
に
な
だ
れ
こ
み
三
戸
が
床
上
浸
水
、
家
族
は
付
近
民
家
に
家
財
道

具
と
と
も
に
避
難
、
流
出
の
お
そ
れ
の
あ
る
家
屋
に
は
ロ
ー
プ
を
か

け
、
地
元
消
防
団
員
が
出
動
警
戒
し
た
。
玉
川
海
岸
の
ボ
ー
ト
が
流

さ
れ
た
り
、
国
分
玉
川
の
両
海
岸
の
松
苗
造
林
三
町
歩
が
冠
水
し
た

と
い
う
。
同
様
の
記
事
は
『
北
陸
新
聞
』
に
も
見
え
る
。

こ
の
よ
う
な
大
荒
れ
の
日
に
安
吾
は
雨
晴
海
岸
へ
行
っ
た
の
で
あ

る
が
、
日
本
海
の
荒
海
が
似
合
う
、
い
か
に
も
安
吾
ら
し
い
逸
話
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

延
対
寺
旅
館

高
岡
駅
前
の
延
対
寺
旅
館
に
宿
泊
し
た
こ
と
も
、
『
北
日
本
新
聞
』

の
記
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
延
対
寺
旅
館
は
現
在
、
宇
奈
月

温
泉
に
移
転
し
、
延
対
寺
荘
と
い
う
が
、
こ
こ
に
今
も
安
吾
の
色
紙

「
古
城
の
下
に
す
み
歡
樂
を
ひ
さ
ぐ

安
吾

延
対
寺
さ
ん
え
」（
『
坂

口
安
吾
全
集

』
所
収
）
が
現
存
し
て
い
る
。
（
現
物
確
認
済
）

16

当
時
、
安
吾
を
迎
え
た
大
女
将
の
延
対
寺
章
子
さ
ん
は
「
文
士
ら

し
い
風
格
が
あ
っ
た
。
旅
館
の
名
の
由
来
を
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
が
懐

か
し
い
」
と
証
言
し
て
い
る
。
（
「
越
中
文
学
館

坂
口
安
吾

富
山

42

の
薬
と
越
後
の
毒
消
し

先
用
後
利
の
力
見
抜
く
」
『
北
日
本
新
聞
』

二
〇
〇
八
・
八
・
一
八
朝
刊
→
『
越
中
文
学
館
』
二
〇
〇
八
）

ち
な
み
に
、
子
煩
悩
な
安
吾
は
、
宿
で
く
つ
ろ
ぐ
と
、
綱
男
ち
ゃ

ん
へ
電
話
を
か
け
る
な
ら
わ
し
だ
っ
た
。
坂
口
三
千
代
、
中
村
正
也
、

竹
内
一
郎
が
揃
っ
て
そ
う
証
言
し
て
い
る
の
で
、
安
吾
は
延
対
寺
旅

館
か
ら
も
電
話
を
か
け
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

堀
田
く
に

富
山
で
案
内
人
を
務
め
た
堀
田
善
衞
の
母
の
名
は
、
く
に
。
作
家

・
堀
田
善
衞
は
、
婿
養
子
の
堀
田
勝
文
と
、
堀
田
く
に
の
間
に
生
ま

れ
た
三
男
で
あ
る
。

堀
田
く
に
は
、
一
八
八
八
年
、
伏
木
の
廻
船
問
屋
・
堀
田
善
右
衛

門
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
。
鉄
道
や
道
路
の
発
達
に
伴
い
、
家
業
は

傾
く
が
、
二
十
代
に
は
伏
木
婦
女
会
会
長
に
就
い
て
い
る
。

船
荷
を
運
ぶ
い
わ
ゆ
る
女
仲
仕
た
ち
は
、
雪
が
降
る
日
で
も
我
が

子
を
港
の
倉
庫
の
軒
下
や
石
炭
山
の
間
に
一
日
中
置
き
放
し
に
せ
ざ

る
を
え
な
い
重
労
働
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
見
か
ね
た
く
に
は
、
一

九
二
三
年
、
伏
木
一
宮
の
念
仏
堂
を
借
り
て
無
料
で
子
供
を
預
か
り

は
じ
め
た
。
そ
し
て
一
九
二
六
年
、
富
山
県
で
初
の
託
児
所
で
あ
る

伏
木
託
児
所
を
開
設
し
た
。

現
在
の
伏
木
保
育
園
に
は
、
く
に
の
胸
像
が
あ
る
。「
「
く
に
胸
像
」

が
保
育
園
の
入
り
口
に
あ
り
、
道
路
沿
い
か
ら
も
よ
く
見
え
ま
す
。

託
児
所
は
婦
人
た
ち
が
自
力
で
田
ん
ぼ
を
埋
め
立
て
こ
し
ら
え
た
も

の
で
、
そ
の
様
子
を
表
現
し
た
土
木
作
業
の
レ
リ
ー
フ
も
あ
り
ま
す
。
」

（
萩
野
恭
一
「
伏
木
・
堀
田
文
学
散
歩
に
参
加
し
て
」
二
〇
一
三
）

一
九
四
二
年
に
厚
生
大
臣
表
彰
、
安
吾
が
来
る
前
年
の
一
九
五
四

年
に
は
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
て
い
る
。
一
九
六
四
年
に
勲
五
等
宝
冠

章
受
章
。
一
九
八
五
年
没
。

安
吾
は
く
に
に
も
色
紙
を
残
し
た
よ
う
だ
が
、
現
物
は
未
確
認
。

「
「
安
吾
新
日
本
風
土
記
―
富
山
の
薬
と
越
後
の
毒
消
し
」
取
材

メ
モ
」
に
「
哺
育
所
の
発
達
」
と
あ
る
の
は
、
案
内
人
・
堀
田
く
に

の
影
響
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

竹
内
一
郎

竹
内
一
郎
は
、
中
央
公
論
編
集
部
の
編
集
者
。
竹
内
一
郎
「
書
か

れ
な
か
っ
た
安
吾
風
土
記
（
高
知
県
の
巻
）
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九

五
五
・
四
）
が
取
材
の
様
子
を
証
言
し
て
い
る
。

《
連
載
「
安
吾
新
日
本
風
土
記
」
の
第
三
回
目
に
《
高
知
縣
の
巻
》

を
執
筆
す
る
は
ず
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
に
坂
口
さ
ん
は
、
去
る
二

月
十
一
日
か
ら
四
日
間
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
中
村
正
也
さ
ん
と
私
を
伴

つ
て
高
知
縣
下
を
旅
行
し
た
。
だ
が
、
な
ん
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
、
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坂
口
さ
ん
は
、
桐
生
の
自
宅
に
歸
つ
た
そ
の
翌
翌
日
、
二
月
十
七
日

の
朝
、
突
然
腦
溢
血
の
た
め
に
亡
く
な
ら
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
》

「
安
吾
新
日
本
風
土
記
」
の
取
材
は
、
坂
口
安
吾
、
中
村
正
也
、

竹
内
一
郎
の
ト
リ
オ
が
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
富
山
で
は
こ
の
ト

リ
オ
に
堀
田
く
に
が
加
わ
っ
た
。

《
坂
口
さ
ん
が
、
こ
の
仕
事
の
第
一
回
目
に
日
向
を
選
ん
だ
の
は
、

坂
口
さ
ん
自
身
《
高
千
穂
に
冬
雨
ふ
れ
り
》
で
書
い
て
い
る
と
お
り
、

坂
口
さ
ん
の
舊
友
中
村
地
平
氏
が
宮
崎
の
圖
書
館
長
を
し
て
い
る
の

で
い
ろ
い
ろ
と
便
利
だ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
南
の
果
て
の

旅
先
で
「
ク
ス
リ
は
富
山
の
廣
貫
堂
」
の
看
板
を
み
つ
け
た
坂
口
さ

ん
は
、
逞
し
い
行
商
の
足
の
本
據
地
を
訪
問
し
た
い
と
い
う
意
慾
に

驅
ら
れ
て
第
二
回
目
に
は
《
富
山
の
薬
と
越
後
の
毒
消
し
》
を
選
ん

だ
が
、
そ
の
取
材
旅
行
の
旅
先
き
は
、
坂
口
さ
ん
に
と
つ
て
「
縄
張

り
の
内
と
そ
の
す
ぐ
隣
り
」
で
あ
つ
た
。
そ
の
う
え
同
行
す
る
私
に

し
て
も
、
坂
口
さ
ん
の
令
兄
が
新
潟
日
報
社
の
會
長
を
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
や
、
富
山
に
は
作
家
堀
田
善
衞
さ
ん
の
生
家
が
あ
つ
て
、
母

堂
が
健
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
は
、
心
强
い
限
り
で
あ
つ
た
。

そ
れ
で
も
な
お
坂
口
さ
ん
の
滿
足
で
き
る
よ
う
な
取
材
は
で
き
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
》

堀
田
く
に
を
頼
り
に
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

美
人
論
／
写
真
論

話
は
横
道
へ
逸
れ
る
が
、
安
吾
が
高
知
で
美
人
論
を
展
開
し
て
い

た
ら
し
い
。
ミ
ス
高
知
の
小
学
校
の
先
生
と
出
会
っ
て
「
あ
あ
い
う

の
が
本
當
の
美
人
と
い
う
も
の
だ
」
と
一
番
喜
ん
で
い
た
と
い
う
。

《
「
気
取
り
の
な
い
、
お
ご
り
の
な
い
、
健
康
な
、
そ
の
ま
ま
の
姿
。

た
と
え
少
々
目
鼻
が
ゆ
が
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
本
當
の
女

の
美
し
さ
が
あ
る
ん
だ
。
ま
た
寫
眞
を
撮
る
場
合
で
も
、
特
別
の
衣

裳
を
着
て
、
こ
と
さ
ら
に
ポ
ー
ズ
を
つ
け
た
り
す
る
の
は
愚
劣
極
ま

り
な
い
。
た
と
え
ど
ん
な
美
人
を
モ
デ
ル
に
つ
か
つ
て
、
着
な
れ
な

い
野
良
着
を
着
せ
て
田
ん
ぼ
に
立
た
せ
て
も
、
ど
こ
に
美
し
さ
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。
農
婦
は
農
婦
で
あ
る
こ
と
が
美
し
い
し
、
農
婦
の
美

し
さ
は
農
婦
に
し
か
あ
り
え
な
い
。
中
平
さ
ん
が
、
も
し
明
日
に
で

も
都
會
の
女
に
な
つ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
装
い
が
い
く
ら
洗
煉
さ
れ

て
も
、
お
れ
の
い
う
意
味
で
の
美
し
さ
は
消
え
て
し
ま
う
の
だ
」

は
に
か
み
や
の
坂
口
さ
ん
は
、
ろ
く
に
ミ
ス
・
高
知
と
は
話
も
し

な
か
つ
た
が
、
こ
れ
が
そ
の
日
私
の
聞
い
た
坂
口
さ
ん
の
美
人
論
で

あ
つ
た
。
》

し
か
し
、
こ
れ
は
美
人
論
と
い
う
よ
り
、
写
真
論
だ
ろ
う
。
私
に

は
修
業
時
代
の
中
村
正
也
に
向
け
ら
れ
た
写
真
論
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
。
実
際
、
中
村
正
也
撮
影
「
作
者
亡
き
安
吾
風
土

記
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
五
五
・
四
）
に
そ
の
ミ
ス
高
知
で
あ
る
先

生
の
写
真
が
あ
る
が
、
中
村
正
也
は
安
吾
の
言
う
通
り
の
美
人
に
撮

っ
て
い
る
。
外
で
、
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
る
中
で
歯
を
見
せ
て
板

書
す
る
先
生
の
笑
顔
に
は
、
わ
ざ
と
ら
し
さ
、
不
自
然
な
と
こ
ろ
が

な
い
。
監
督
安
吾
が
長
生
き
し
て
い
た
ら
、
中
村
正
也
の
写
真
を
ど

う
評
し
、
料
理
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

大
井
廣
介

も
う
一
つ
道
草
を
す
る
が
、
中
村
正
也
は
安
吾
没
後
、
大
井
廣
介

の
連
載
「
ひ
ろ
す
け
新
日
本
風
土
記
」
に
も
帯
同
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
初
回
の
佐
賀
県
の
巻
の
撮
影
は
渡
部
雄
吉
。
こ
こ
で
安

吾
＆
中
村
の
撮
っ
た
高
知
美
女
と
、
ひ
ろ
す
け
＆
渡
部
の
撮
っ
た
佐

賀
美
人
の
写
真
を
比
べ
て
み
る
の
も
一
興
か
。
安
吾
は
「
監
督
」
を

名
乗
っ
た
が
、
ひ
ろ
す
け
は
「
説
明
」
と
な
っ
て
い
る
。

大
井
は
「
ひ
ろ
す
け
新
日
本
風
土
記
」
と
い
う
題
に
難
色
を
示
し

た
と
い
う
か
ら
、
安
吾
の
構
想
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き

た
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
安
吾
が
富
山
と
新
潟
を
ま
と
め
て

相
手
に
し
た
り
、
南
国
と
北
国
を
交
互
に
行
き
来
し
よ
う
と
し
た
り

し
て
い
た
ス
ケ
ー
ル
＝
振
幅
の
大
き
さ
に
比
べ
る
と
、
大
井
か
ら
は

ど
う
し
て
も
小
ぶ
り
な
印
象
を
受
け
て
し
ま
う
。

と
は
い
う
も
の
の
、
中
村
正
也
の
写
真
は
相
変
わ
ら
ず
冴
え
て
い

る
し
、
大
井
も
安
吾
の
遺
志
を
汲
も
う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
認

め
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
「
ひ
ろ
す
け
新
日
本
風
土
記
（
佐
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賀
縣
の
巻
）
名
護
屋
の
秀
吉
と
有
明
灣
干
拓
」
（
一
九
五
五
・
八
）

に
は
「
感
傷
旅
行
」
の
四
字
が
あ
り
、
安
吾
の
家
系
の
発
足
地
で
あ

る
佐
賀
を
選
ん
で
い
る
大
井
の
気
持
ち
に
同
情
す
べ
き
だ
。

そ
こ
で
、
坂
口
安
吾
と
大
井
廣
介
の
二
つ
の
新
日
本
風
土
記
を
合

巻
し
、
中
村
正
也
の
写
真
も
添
え
て
刊
行
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
み

た
い
。
ど
こ
か
に
目
利
き
の
出
版
人
は
な
い
も
の
か
。

安
吾
の
文
章

話
を
戻
そ
う
。

結
局
、
一
九
五
五
年
一
月
一
一
日
火
曜
日
の
荒
天
下
で
の
取
材
を

経
て
、
安
吾
は
「
富
山
の
薬
と
越
後
の
毒
消
し
」
に
お
け
る
雨
晴
海

岸
の
描
写
を
次
の
よ
う
に
完
成
さ
せ
る
に
至
っ
た
。

《
私
が
富
山
へ
行
つ
た
日
は
、
こ
の
地
方
で
も
珍
し
い
荒
れ
で
あ
つ

た
。
吹
雪
の
た
め
に
汽
車
も
お
く
れ
た
ほ
ど
だ
。
終
戦
後
、
日
本
海

は
荒
れ
る
こ
と
が
少
く
な
つ
た
そ
う
だ
が
、
こ
の
日
は
海
が
大
荒
れ

で
、
私
た
ち
は
伏
木
港
外
の
雨

晴
と
い
う
海
岸
へ
義
經
の
古
蹟
を
見

ア
マ
バ
ラ
シ

に
行
く
は
ず
で
あ
つ
た
が
、
海
岸
の
路
上
に
波
が
う
ち
あ
げ
る
た
め

に
一
時
は
通
行
が
で
き
な
か
つ
た
。
そ
の
荒
波
が
し
ず
ま
り
か
け
て
、

ど
う
や
ら
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た
こ
ろ
の
風
景
が
グ
ラ
ビ
ヤ
に

の
せ
た
日
本
海
の
寫
眞
で
あ
る
。

伏
木
港
外
の
日
本
海
だ
。
伏
木
は
裏
日
本
で
は
新
潟
を
し
の
ぐ
良

港
で
あ
る
。
し
か
し
北
鮮
や
樺
太
と
の
航
路
を
失
っ
た
現
在
で
は
全

然
開
店
休
業
の
寂
し
さ
で
、
港
に
は
一
隻
の
船
の
姿
も
見
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
の
寂
し
さ
は
新
潟
の
港
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
北

鮮
と
樺
太
の
航
路
が
な
け
れ
ば
用
の
な
い
港
な
の
だ
。
一
隻
も
船
の

姿
が
な
く
、
ク
レ
ー
ン
は
動
か
ず
、
人
影
す
ら
も
な
い
港
の
風
景
と

い
う
も
の
は
、
ま
こ
と
に
や
り
き
れ
な
い
寂
し
さ
に
充
さ
れ
て
い
る

も
の
だ
。
滿
目
死
の
色
で
あ
る
。
戦
前
は
輕
く
六
尺
は
積
つ
た
雪
が

戦
後
は
一
尺
す
ら
も
積
ら
な
く
な
つ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
に
反
比
例

し
て
生
氣
の
失
わ
れ
た
裏
日
本
で
あ
っ
た
。

「
こ
の
旅
行
は
侘
し
す
ぎ
る
ね
」

私
た
ち
の
旅
の
足
は
重
か
つ
た
。
こ
う
し
て
重
い
足
を
ひ
き
ず
り

な
が
ら
、
豫
定
に
し
た
が
つ
て
越
後
の
毒
消
し
部
落
へ
向
つ
た
の
だ

が
、
氣
持
は
滅
入
る
ば
か
り
で
、
明
る
さ
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
つ
て
い
た
。

「
せ
め
て
食
う
こ
と
だ
ね
」

私
た
ち
は
ど
の
宿
で
も
日
本
海
の
鱈
場
ガ
ニ
を
注
文
し
た
。
ま
た

鱈
の
子
の
吸
物
に
舌
つ
づ
み
を
打
つ
た
。
冬
の
裏
日
本
は
美
食
に
み

た
さ
れ
て
い
る
。
今
晩
は
あ
れ
が
食
い
た
い
、
こ
れ
が
食
い
た
い
と
、

せ
め
て
私
の
考
え
て
い
る
の
は
食
べ
物
の
こ
と
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
》

こ
こ
で
は
伝
記
研
究
の
範
囲
を
越
え
て
し
ま
う
の
で
精
緻
な
分
析

や
解
釈
は
差
し
控
え
る
が
、
い
ず
れ
「
富
山
の
薬
と
越
後
の
毒
消
し
」

に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

た
だ
、
安
吾
が
中
村
正
也
の
例
の
一
枚
を
引
用
し
て
い
る
と
い
う

事
実
だ
け
は
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
中
村
の
写
真
を
安
吾
が

演
出
し
、
安
吾
の
文
章
を
中
村
が
補
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
私
は

解
し
て
み
た
い
。
安
吾
は
そ
の
よ
う
な
グ
ラ
ビ
ア
時
代
の
新
し
い
紀

行
文
の
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
て
い
た
、
と
。

要
す
る
に
、
『
安
吾
新
日
本
風
土
記
』
は
、
全
集
の
よ
う
な
文
字

だ
け
で
読
む
の
で
は
な
く
、
初
出
誌
に
戻
っ
て
、
い
わ
ば
現
地
へ
行

っ
た
つ
も
り
で
読
む
の
が
本
当
だ
と
い
う
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と

を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、
と
は
い
っ
て
も
遺

著
で
あ
り
編
集
者
の
証
言
も
あ
り
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
安
吾
の
執
筆
の

現
場
が
あ
り
あ
り
と
見
え
て
く
る
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
も
あ
る
だ
け
に
、

あ
え
て
そ
の
よ
う
な
自
明
の
こ
と
を
言
っ
て
み
る
ま
で
で
あ
る
。

さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
も
う
一
言
だ
け
付
け
加
え
る
と
、
安
吾
は
若

い
写
真
家
の
撮
っ
た
雨
晴
の
写
真
に
〈
ふ
る
さ
と
〉
を
見
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

荒
れ
た
海
や
空
（
自
然
）
と
、
存
在
感
の
乏
し
い
船
や
家
（
人
間
）

と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。
海
を
介
し
た
交
易
が
無
く
な
り
、
堀
田
善

衞
の
祖
先
の
廻
船
問
屋
は
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
。
戦
後
の
日
本
海
は

最
も
寂
し
い
場
所
に
変
わ
り
果
て
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
安
吾
の
最

初
期
の
「
ふ
る
さ
と
に
寄
す
る
讃
歌
」
か
ら
変
わ
ら
ず
一
貫
し
て
抱

き
続
け
て
き
た
一
枚
の
タ
ブ
ロ
ー
で
も
あ
っ
た
。
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三

史

料
蛇
足
な
が
ら
、
こ
の
文
章
の
冒
頭
の
方
に
「
戦
争
前
に
ふ
と
古
本

屋
の
店
頭
に
「
富
山
売
薬
業
史
資
料
集
」
と
い
う
三
冊
つ
づ
き
の
本

を
み
つ
け
て
、
特
別
の
必
要
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
買
い
も
と

め
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
も
つ
と
も
先
年
税
務
署
に
本
を
持
つ
て
行
か

れ
て
し
ま
つ
た
の
で
、
い
ま
は
手
も
と
に
な
い
。
」
と
あ
る
が
、
「
富

山
賣
藥
業
史
資
料
集
」
と
あ
る
の
は
正
確
に
は
、
高
岡
高
等
商
業
學

校
編
纂
兼
發
行
『
富
山
賣
薬
業
史
史
料
集

上
巻
・
下
巻
・
索
引
』

（
一
九
三
五
・
三
）
で
あ
る
。
巻
頭
に
は
安
吾
も
実
見
し
た
で
あ
ろ

う
廣
貫
堂
所
蔵
の
「
反
魂
丹
」
の
扁
額
の
写
真
と
箱
書
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
、
分
厚
い
三
冊
本
だ
。
当
時
は
売
薬
に
つ
い
て
の
文
献
資
料

が
か
な
り
少
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
史
料
集
が
手
も
と
に
残
っ
て
い

た
ら
、
ど
ん
な
作
品
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
と
惜
し
ま
れ
て
な
ら

な
い
。

と
は
い
う
も
の
の
、
坂
口
安
吾
が
、
『
風
俗
越
中
売
薬
』
（
一
九
七

三
）
や
『
反
魂
丹
の
文
化
史
』
（
一
九
七
九
）
の
玉
川
信
明
よ
り
早

く
、
売
薬
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
分
野
に
先
鞭
を
つ
け
た
と
い
う
事
実

は
揺
る
ぐ
こ
と
が
な
い
は
ず
だ
。

魚

津
最
後
に
も
う
一
つ
蛇
足
だ
が
、
実
は
坂
口
安
吾
が
富
山
を
訪
れ
た

の
は
、
こ
れ
が
最
初
で
は
な
い
。
一
九
三
四
年
八
月
、
魚
津
に
滞
在

し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
も
一
か
月
間
も
！

『
坂
口
安
吾
全
集
別
巻
』
（
前
出
）
の
「
年
譜
」
に
も
記
載
が
あ

る
。

《
七
月
末
、
皮
膚
病
が
ま
だ
治
り
き
ら
ず
、
友
人
た
ち
に
松
之
山
温

泉
へ
湯
治
へ
行
く
と
言
っ
て
旅
に
出
る
が
、
結
局
松
之
山
へ
は
赴
か

ず
、
八
月
い
っ
ぱ
い
は
富
山
県
魚
津
の
旧
友
の
「
貧
乏
寺
」
に
滞
在

す
る
。
》

こ
の
根
拠
は
、
『
紀
元
』
（
一
九
三
四
・
九
）
に
寄
せ
た
「
無
題
」

で
あ
る
。

《
Ｋ
君
。

御
便
り
越
中
魚
津
の
貧
乏
寺
に
て
拝
読
。
当
所
は
旧
友
の
今
は
行

ひ
す
ま
し
た
草
庵
で
あ
り
ま
す
。
八
月
一
杯
滞
在
。
九
月
に
こ
の
坊

主
の
紹
介
で
黒
部
山
中
の
酒
造
家
へ
草
鞋
わ
ら
じ
を
ぬ
ぐ
予
定
で
す
。

頃
し
も
酒
の
な
ん
と
や
ら
い
ふ
季
節
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
う
い
へ
ば

流
浪
の
餞
別
に
と
君
か
ら
貰
つ
た
酒
盃
、
君
の
店
で
最
も
高
価
な
珍

器
と
い
ふ
御
自
讃
で
あ
つ
た
が
、
坊
主
の
意
見
に
よ
れ
ば
名
古
屋
製

の
ま
が
ひ
物
の
由
、
黒
部
山
中
の
清
酒
に
は
ち
と
向
き
か
ね
る
と
い

ふ
辛
辣
な
眼
識
で
あ
り
ま
し
た
。
》

若
園
清
太
郎
『
わ
が
坂
口
安
吾
』
（
一
九
七
六
）
に
は
「
昭
和
九

年
の
七
月
末
の
こ
と
、
安
吾
は
東
京
を
立
っ
て
北
陸
地
方
へ
放
浪
の

旅
に
出
た
。
先
ず
松
之
山
温
泉
へ
行
く
、
と
彼
は
友
人
た
ち
に
言
っ

て
い
た
が
、
予
定
を
変
更
し
て
富
山
県
の
魚
津
へ
行
っ
て
い
る
。
」
、

あ
る
い
は
「
こ
の
寺
の
坊
主
は
安
吾
の
旧
友
で
、
気
兼
ね
な
く
こ
の

寺
に
永
逗
留
し
た
。
」
な
ど
の
記
載
が
見
え
る
一
方
、
「
安
吾
と
い
う

男
は
話
上
手
で
、
時
々
、
ダ
ボ
ラ
を
吐
き
、
大
袈
裟
に
も
の
を
言
っ

て
人
を
煙
に
巻
く
癖
が
あ
る
。
」
と
も
書
い
て
あ
る
の
で
、
ど
の
く

ら
い
信
憑
性
が
あ
る
の
か
、
判
断
に
苦
し
む
と
こ
ろ
が
あ
る
。

『
紀
元
』
へ
原
稿
を
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
ダ
ボ
ラ
と

も
断
定
し
難
い
が
、
現
地
調
査
す
る
に
し
て
も
、
当
時
の
書
簡
が
発

見
さ
れ
る
な
ど
、
も
う
少
し
手
が
か
り
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
一
覧
】

・
高
岡
高
等
商
業
學
校
編
『
富
山
賣
藥
業
史
史
料
集
』
上
巻
・
下
巻

マ
マ

・
索
引
（
一
九
三
五
・
三
）

・
「
熊
の
胃
は
精
神
的
に
効
く

作
家
の
坂
口
安
吾
氏
高
岡
へ
」
（
『
北

日
本
新
聞
』
一
九
五
五
・
一
・
一
二
）

・
坂
口
安
吾
「
安
吾
新
日
本
風
土
記
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
五
五
・

二
、
三
）
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・
坂
口
安
吾
『
狂
人
遺
書
』
（
一
九
五
五
・
三
、
中
央
公
論
社
）

・
竹
内
一
郎
「
書
か
れ
な
か
っ
た
安
吾
風
土
記
（
高
知
県
の
巻
）
」（
『
中

央
公
論
』
一
九
五
五
・
四
）

・
大
井
廣
介
「
ひ
ろ
す
け
新
日
本
風
土
記
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
五

五
・
八
～

）

・
中
村
正
也
『
エ
マ

ヌ
ー
ド

イ
ン

ア
フ
リ
カ
』
（
一
九
七
一

・
九
、
平
凡
社
）

・
玉
川
信
明
『
風
俗
越
中
売
薬

角
風
船
・
柳
行
李
と
共
に
』
（
一
九

七
三
・
六
、
巧
玄
出
版
）

・
『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
』
増
刊
〈
わ
れ
ら
写
真
世
代

年

カ
メ
ラ
が

35

描
い
た
戦
後
風
俗
史
〉
一
九
七
九
・
七
）

・
玉
川
し
ん
め
い
『
反
魂
丹
の
文
化
史

越
中
富
山
の
薬
売
り
』
（
一

九
七
九
・
一
二
、
晶
文
社
）

・
若
園
清
太
郎
『
わ
が
坂
口
安
吾
』
（
一
九
七
六
・
六
、
昭
和
出
版
）

・
中
村
正
也
『
昭
和
写
真
・
全
仕
事
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
・
８
［
中
村
正

也
］
』
（
一
九
八
三
・
二
、
朝
日
新
聞
社
）

・
京
谷
準
一
編
著
『
伏
木
郷
土
史
年
譜
』
（
一
九
九
三
・
五
、
発
行

記
載
な
し
）

・
若
月
忠
信
『
坂
口
安
吾
の
旅
』
（
一
九
九
四
・
七
、
春
秋
社
）

・
京
谷
準
一
編
著
『
追
補
伏
木
郷
土
史
年
譜
』
（
一
九
九
五
・
一
一
、

発
行
記
載
な
し
）

・
七
北
数
人
『
評
伝
坂
口
安
吾

魂
の
事
件
簿
』
（
二
〇
〇
二
・
六
、

集
英
社
）

・
北
日
本
新
聞
編
集
局
『
越
中
文
学
館
』
（
二
〇
〇
八
・
一
〇
、
北

日
本
新
聞
社
）

・
萩
野
恭
一
「
伏
木
・
堀
田
文
学
散
歩
に
参
加
し
て
」
『
富
山
文
学

の
会
第
四
回
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
』
二
〇

一
三
・
三
）

・
近
藤
周
吾
「
富
山
の
文
学
―
文
学
と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
〝
両
輪

駆
動
〟
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
二
〇
一
六
・
一
一
）

・
坂
口
綱
男
「
繋
が
る
、
カ
メ
ラ
回
想
録N

o.4

ロ
ー
ラ
イ
コ
ー
ド
」

（http://j-cam
era.net/kaisouroku.php?d=20121025105020

二
〇
一
七
年
二
月
一
日
午
後
七
時
五
〇
分
閲
覧
）

・
『
坂
口
安
吾
全
集
』
（
一
九
九
九
～
二
〇
一
二
、
筑
摩
書
房
）

※
引
用
は
、
原
則
と
し
て
初
出
に
拠
っ
た
。


